
BIM/CIMモデル活用術

BIM/CIMモデルを使って施工の効率化を

株式会社建設システム

鈴木 淳



インフラ分野のDXとi-Con2.0

国土交通省「i-Construction2.0_令和6年4月」を加工して作成
HP:https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/content/001738240.pdf



i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

出展：国土交通省「インフラ分野のDXアクションプラン2_2023年8月」を加工して作成
（https://www.mlit.go.jp/tec/content/001633173.pdf）

インフラ分野のDXにおける3分野
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アクションプランに位置付ける個別施策例
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i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

出展：国土交通省「インフラ分野のDXアクションプラン2_2023年8月」を加工して作成
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BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling, Management）とは、建設事業で取扱う情報をデジタル化することにより、
調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容易にし、建設事業全体における一連
の建設生産・管理システムの効率化を図ることを言う。
情報共有の手段として、３次元モデルや参照資料を使用する。

出展：国土交通省「BIM/CIM原則適用に係る参考資料（R5.3）を加工して作成
（https://www.mlit.go.jp/tec/content/001590426.pdf）

BIM/CIMとは



BIM/CIMとは



BIM/CIMとは

出展：国土技術総合研究所「初めてのBIM/CIM」を加工して作成
（https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcim1stGuide_R0109___hidaritojiryomen_0909.pdf）
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BIM/CIMとは

出展：国土技術総合研究所「初めてのBIM/CIM」を加工して作成
（https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcim1stGuide_R0109___hidaritojiryomen_0909.pdf）



出展：国土交通省「BIM/CIM関連基準要領等（令和7年3月）
https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000158.html

（）

令和7年度BIM/CIM関連基準要領等



押さえておきたいBIM/CIMのキーワード

①2023年度から小規模を除くすべての公共事業でBIM/CIMの原則適用

出典： 「令和５年度BIM/CIM原則適用について」（国土交通省）（ https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510002.pdf ）P3を加工して作成

②対象範囲

『視覚化による効果』を中心に未経験者も取組可能な内容とした活用目
的であり、設計業者は３次元モデルを作成・活用し、施工業者は貸与さ
れた3次元モデルを活用します。設計図書については、当面は2次元図面
を使用し、3次元モデルは参考資料として取り扱うものになります。

『視覚化による効果』の他『３次元モデルによる解析』など、受注者が
１個以上の項目に取り組むことを目指します。
（該当しない業務・工事であっても積極的な活用を推奨）

対象とする業務・工事 ●土木設計業務共通仕様書に基づき実施する設計及び計画業務
●土木工事共通仕様書に基づく土木工事（河川工事、海岸工事、砂防工事、ダム工事、道路工事）
●上記に関連する測量業務及び地質・土質調査業務

工事詳細設計予備設計概略設計測量 地質･土質調査
●●ーーー義務項目3次元モデルの

活用 ●●●●●推奨項目

対象としない業務・工事 ●単独の機械設備工事・電気通信設備工事、維持工事
●災害復旧工事

義務項目 推奨項目



BIM/CIM適用とは？

出展：国土交通省関東地方整備局「令和7年3月関東地方整備局における令和7年度BIM/CIM適用における発注者の手続きフロー」
（https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876428.pdf）



BIM/CIM適用とは？

出展：国土交通省関東地方整備局「令和7年3月関東地方整備局における令和7年度BIM/CIM適用における発注者の手続きフロー」
（https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876428.pdf）



i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

出展：国土交通省「インフラ分野のDXアクションプラン2_2023年8月」を加工して作成
（https://www.mlit.go.jp/tec/content/001633173.pdf）

アクションプランに位置付ける個別施策例



国土技術政策総合研究所 DXセンターの運用

出展：国土技術総合研究所「DXデータセンターの概要」から抜粋
https://dxportal.nilim.go.jp/exonym/document/pdf/DX%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81.pdf



BIM/CIM実施計画書

出展：国土交通省「BIM/CIM関連基準要領等（令和6年3月）様式・記載例当「BIM/CIM適用業務・工事実施計画書」を加工して作成
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000853197.pdf

３次元モデルの活用について、以下１）～５）の内容について受発注者間で協議し、BIM/CIM実施計画書を作成する。内容に変更
が生じた場合は、受発注者間で協議し、BIM/CIM 実施（変更）計画書を作成する。
また、作成した BIM/CIM実施計画書（変更含む）に基づき、本業務を実施する。

BIM/CIM 実施計画書の作成

1. 業務/工事概要

2. ３次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等）

3. ３次元モデルの作成仕様（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された３次元モデルの使用等）

4. ３次元モデル作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類

5. ３次元モデル作成担当者

6. ３次元モデルの作成・活用に要する費用



３次元モデルの作成・活用に要する費用

出展：国土交通省「BIM/CIM関連基準要領等（令和6年3月）様式・記載例当「BIM/CIM適用業務・工事実施計画書」を加工して作成
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000853197.pdf

提出書類と見積書

BIM/CIM適用工事
成果物

費用義務項目/
推奨項目発注方式 作成した3次元モデ

ル
引継書シート
照査時チェック
シート

BIM/CIM
実施報告書

BIM/CIM
実施計画書

提出は求めない
※3

提出は求めない
※3

提出は求めない
※2

提出は求めない
※2計上しない義務項目

発注者指定型
提出が必要提出が必要提出が必要

※4
提出が必要
※4

推奨項目実施に係る
費用のみ計上

義務項目＋
推奨項目

提出が必要提出が必要提出が必要
※4

提出が必要
※4

推奨項目実施に係る
費用のみ計上

義務項目＋
推奨項目

受注者希望型
※1
※1：BIM/CIM適用工事における受注者希望型は、義務項目及び推奨項目を実施するものとし、推奨項目のみ実施や義務項目のみ実施のケースは想定していない。
※2：BIM/CIM適用工事において、BIM/CIM実施計画書及びBIM/CIM実施報告書を提出しない場合は、BIM/CIM活用内容について施工計画書の中に記載すること。
※3：BIM/CIM適用工事における義務項目は、詳細設計時点で作成された３次元モデルを閲覧するのみであるため、引継書シート、照査時チェックシート、作成した３次元モデルの提出は、不要
とする。
※4：BIM/CIM適用工事におけるBIM/CIM実施計画書及びBIM/CIM実施報告書の義務項目の記載内容は、特記仕様書に記載された内容程度とし、活用効果等については記載しなくてもよい。



BIM/CIM実施報告書

BIM/CIM 実施計画書に基づく３次元モデルの活用について、以下１）～５）の内容を記載したBIM/CIM 実施報告書を作成する。

BIM/CIM実施報告書の作成

1. ３次元モデルの活用概要（実施概要、期待する効果の結果等、期待した効果が十分に得られなかった場合の考察を含む）

2. 作成・活用した３次元モデル（作成範囲、詳細度、属性情報、基準点の情報等）

3. 後段階への引継事項（対応する無償ビューワーの種類、２次元図面との整合に関する情報、活用時の注意点等）

4. 成果物

5. その他（創意工夫内容、基準要領に関する改善提案・意見・要望、ソフトウェアへの技術開発提案事項等）

出展：国土交通省関東地方整備局「資料-3 関東地方整備局におけるBIM/CIM適用業務、工事に係る入札公告、入札説明書、特記仕様書(記載例)」を加工して作成
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000853197.pdf



BIM/CIMモデルとは、どんなデータ？

BIM/CIMのデータ



業務の電子納品 フォルダ構成

出典：国土交通省 土木設計業務等の電子納品要領 同解説（令和6年3月）を加工して作成（https://www.cals-ed.go.jp/mg/wp-content/uploads/design102.pdf）



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

統合モデルは、地形モデル（広域含む）、地質・土質モデル、線形モデル、土工形状モデル、構造物モ
デル等のそれぞれの BIM/CIM モデルを組み合わせ、作成用途に応じて BIM/CIM モデル全体を把握で
きるようにしたモデルである。

【MODEL】統合モデル



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

一般的に、現況地形の作成は、数値地図（国土基本情報）や実際の測量成果等を基に、数値標高モデル
として、TIN（Triangulated Irregular Network ：地表面や構造物等を三角形の集合体で表現する）、
テクスチャ画像等を用いて表現される。テクスチャ画像として、航空写真や測量成果を基に作成したオ
ルソ画像が存在する場合がある。なお、数値地図（国土基本情報）等の対象地区を含む広域な範囲のモ
デル（広域地形モデル）や、建屋等の 3 次元モデルも地形モデルに含まれる

【LANDSCAPING】地形モデル



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

地質・土質モデルは、地質ボーリング柱状図、表層地質図、地質断面図、地層の境界面等の地質・土質
調査の成果又は地質・土質調査の成果を基に作成した地層の境界面のデータ等を、3 次元空間に配置し
たモデルである。

【GEOLOGICAL】地質・土質モデル



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

【線形モデル】
線形モデルは、道路中心線や構造物中心線を表現する 3 次元モデルである

【ALIGNMENT_GEOMETRY】土工形状モデル及び線形モデル



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

【土工形状モデル】
土工形状モデルは、盛土、切土等を表現したもので、TIN サーフェスモデル等で作成する。

【ALIGNMENT_GEOMETRY】土工形状モデル及び線形モデル



3次元設計データ（２つのLand.xml）

Alignment（アライメント） Surfacet（サーフェス）

「平面線形」「縦断線形」「横断形状」の組
合せで3次元を構成する形式
使用ケース
・トータルステーション、データコレクタに
取り込み位置出しや丁張計算を行う。

3点の座標を不等辺三角形（TIN）で
結び3次元の面を構成する
使用ケース
・点群データに重ねて数量算出
・ICT建機に取り込みMC/MG



3次元設計データ（２つのLand.xml）

Surfaceモデル

MC/MG

数量算出・出来形評価



快測ナビで3Dデータを使用するには
どうしたらいいの？

3次元設計データ（２つのLand.xml）

3次元設計データ作成ソフトに取り込むと・・・

Surfaceモデルを取り込んで
も、線形情報が無い！



3次元設計データ（２つのLand.xml）

Alignment（アライメント） Surface（サーフェイス）

「平面線形」「縦断線形」「横断形
状」の組合せで3次元を構成する形
式

3点の座標を不等辺三角形（TIN）で
結び3次元の面を構成する

3次元設計データ作成ソフトで
作成し、Surfaceに変換可能

SurfaceデータからAlignment
への変換は不可能



設計から施工へ

国土交通省_：R7.3_BIM/CIM取扱要領を加工して作成
HP：https://www.mlit.go.jp/tec/content/001873435.pdf



BIM/CIMモデルの分類

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

構造物モデルは、構造物、仮設構造物等を3次元CAD等で作成したモデルである。3次元形状について
は、主にソリッドを用いて作成される。また、作成した構造物モデルには一般的に属性を付加する

【STRUCTURAL_MODEL】構造物モデル



BIM/CIMモデル成果品ファイル形式

• 地形モデル、線形モデル、土工形状モデルのファイル形式は J-LandXML 形式及びオリジナル
ファイル形式とする。

• 構造物モデルは、IFC 形式及びオリジナルファイル形式とする。
• 地質・土質モデル及び統合モデルは、オリジナルファイル形式とする

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

納品ファイル形式BIM/CIMモデル

オリジナルファイル形式統合モデル

オリジナルファイル形式及びJ-LandXML形式地形モデル

オリジナルファイル形式地質・土質モデル

オリジナルファイル形式及びJ-LandXML形式線形モデル

オリジナルファイル形式及びJ-LandXML形式土工形状モデル

オリジナルファイル形式及びIFC形式2x3構造物モデル



500400300200100詳細度

対象の現実の形状を表
現したモデル。

詳細度300に加えて、
附帯工、接続構造など
の細部構造及び配筋も
含めて、正確にモデル
化する。

附帯工等の細部構造、
接続部構造を除き、対
象の外形形状を正確に
表現したモデル。

対象の構造形式が分か
る程度のモデル。
標準横断で切土・盛土
を表現、又は各構造物
一般図に示される標準
横断面を対象範囲でス
イープさせて作成する
程度の表現。

対象を記号や線、単純
な形状でその位置を示
したモデル。

共通定義

サンプル

200～300程度

詳細度（OLD）

データ作成時の詳細度

出典：国土交通省 BIM／CIM活用ガイドライン（案）共通編（令和4年3月）を加工して作成 （https://www.mlit.go.jp/tec/content/001472848.pdf）

BIM/CIM モデル詳細度（工種共通の定義）（山岳トンネルの例）



KENTEM BIM/CIMソリューションで
BIM/CIMモデルの活用

BIM/CIMのデータ



出展：国土交通省「BIM/CIM関連基準要領等（令和5年3月）https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000115.html

義務項目、推奨項目例



業務・工事ごとに発注者が３次元モデルの活用内容を明確にしたうえで、受注者が３次元モデルを作成し、受発注者で活用するもの
とする。実施にあたっては、受発注者間で活用内容及び３次元モデルの詳細な作成内容（作成範囲・詳細度・属性情報等）を協議す
る。活用内容については、別紙１「義務項目、推奨項目の一覧」を参考に選定する。３次元モデルの作成にあたっては、活用内容を
満たす必要十分な程度の範囲・精度で作成するものとし、活用内容以外の箇所の作成を受注者に求めないものとす る。

義務項目については、原則として全ての詳細設計（実施設計含む）及び工事において活用する。ただし、工事における義務項目は設
計等の前段階で３次元モデルを作成していることを前提としたものであり、前段階で３次元モデルを作成していない場合は活用しな
くてもよい。

活用内容の詳細活用内容効果

詳細設計等で作成された3次元モデルを閲覧し、施工計画を検討する際の参考に
する。施工計画の検討補助

視覚化による効果 詳細設計等で作成された3次元モデルを閲覧し、2次元図面を理解する際の参考に
する。2次元図面の理解補助

詳細設計等で作成された3次元モデルを用いて、現場作業員等に工事の完成イ
メージ等を説明し、現場作業員等の理解促進を図る。現場作業員への説明

出展：国土交通省「直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（R6.3）を加工して作成：https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733473.pdf

義務項目とは

※詳細設計等で作成された3次元モデルを閲覧し、実施する。 3次元モデルの作成・加工を伴う場合は、推奨項目として取扱う。

義務項目



推奨項目は、業務・工事の特性に応じて活用する。特に大規模な業務・工事や条件が複雑な業務・工事については、推奨項目の活用
が有効であり、積極的に活用する。 （該当しない業務・工事であっても積極的な活用を推奨）

施工段階での推奨項目(例)は？

活用内容の詳細活用内容効果

3次元モデルに複数の情報を重ね合わせて表示することにより、位置関係
にずれ、干渉等がないか等を確認する。
例：官民境界、地質、崩壊地範囲など

重ね合わせによる確認

視覚化による効果 3次元モデルに重機等を配置し、近接物の干渉等、施工に支障がないか確
認する。現場条件の確認

一連の施工工程のステップごとの3次元モデルで施工可能かどうかを確認
する。施工ステップの確認

3次元モデルと位置情報を組み合わせて、杭、削孔等の施工箇所を確認や、
AR、レーザー測量等と組み合わせて出来形の計測・管理に活用する。施工管理での活用省力化・省人化

アンカー、切羽断面、埋設物等の施工後不可視となる部分について、3次
元モデルを作成し、維持管理・修繕等に活用する。不可視部の3次元モデル化情報収集等の容易化

推奨項目とは

推奨項目

出展：国土交通省「直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（R6.3）を加工して作成：https://www.mlit.go.jp/tec/content/001733473.pdf
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地形モデルの取得と処理



線形・土工形状モデル、構造物モデルの作成と処理



統合モデルの作成と処理



BIM/CIMモデルを現場に持ち出す



何のために行うのか？

BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling, Management）とは、建設事業で取扱う情報をデジタル化
することにより、調査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容
易にし、建設事業全体における一連の建設生産・管理システムの効率化を図ることを言う。
情報共有の手段として、３次元モデルや参照資料を使用する。

BIM/CIMを実施する
ことにより

♪



義務項目事例

受領したモデルを使用して
協力会社様との打ち合わせに



義務項目事例

受領したモデルと図面を重ね
2次元図面の理解補助に



備考詳細度活用例活用内容の詳細活用内容番
号

200～300崩壊地等の影響範囲の確認

３次元モデルに複数の情報
を重ね合わせて表示するこ
とにより、位置関係にずれ、
干渉等がないか等を確認す
る。

重ね合わせによる
確認12

施工段階で３次元モデルを作成する場合
は、現地で点群取得により作成する手法
もある。

200～300作業範囲等の確認
3次元モデルに建機等を配
置し、近接物の干渉等、施
工に支障がないか確認する。

現場条件の確認16

200～300

橋梁の下部工、上部工等の
一連の施工ステップの確認
砂防堰堤、流路工の一連の
施工ステップの確認、遊水
地の一連の施工ステップの
確認

一連の施工工程のステップ
ごとの3次元モデルで施工
可能かどうかを確認する。

施工ステップの確
認19

200～400護岸工の打設日毎に色分けし、
進捗確認

3次元モデル上で施工手順等
を区分し、施工範囲の明確
化や進捗管理等に活用する。

施工管理での活用25

実施事例 推奨項目



実施事例 推奨項目

3Dイラストを配置して現場のシミュレーション

建機を配置し、旋回範囲を確認。
官民境界・高架線・接続する道路を加
味した施工ヤード、運搬経路の確認。



実施事例 推奨項目

3Dイラストを配置して現場のシミュレーション

ダンプを配置し、施工敷地内の運搬経
路、接続道路への安全対策等の検討。



実施事例 推奨項目

3Dイラストを配置して現場のシミュレーション

建機やダンプの大きさは？
ルートは？

様々なシミュレーションが可能！



実施事例 推奨項目

3Dイラストを配置して現場のシミュレーション



実施事例 推奨項目

各シーンの登録が可能。スライドショーの作成も！



実施事例 推奨項目

工程管理システムと連携させ4Dシミュレーションも



備考詳細度活用例活用内容の詳細活用内容番号

費用対効果を意識して、活用する。200～400ー3次元モデルをAR、VR等を用
いて、現地と比較、確認する。現場条件の確認19

200～300ー

3次元モデル、AR、VR等
を用
いて、現場見学会等の広
報で
わかりやすく伝えるため
に活用。

広報での活用21

夜間、休日等の施工時間に制約がある場合や
近寄りがたい箇所の場合では効果が大きくな
る。足場等の障害物がある場合は、計測が困
難なことがあり、効果が小さくなる。（足場
の撤去後の計測で不具合が見つかった場合は、
足場の再設置等のコストが大きくなる。）詳
細を作成する手間と省力化の効果を見極めて
利用する。

300～400
アスファルト舗装の出来形管理
出来形のヒートマップ管理
ARと組み合わせて、鉄筋、構造物等
との出来形の差分比較

3次元モデルとGNSS等との位置情
報を組み合わせて、杭、削孔等の施
工箇所を確認する。3次元モデルと
AR、レーザー測量等を組み合わせ
て、出来形の計測・管理等に活用す
る。

実施事例 推奨項目 視覚化による効果の例



備考詳細度活用例活用内容の詳細活用内容番号

施工段階で３次元モデルを作成する場合は、
現地で点群取得により作成する手法もある。200～300作業範囲等の確認

3次元モデルに建機等を配置し、
近接物の干渉等、施工に支障
がないか確認する。

現場条件の確認16

費用対効果を意識して、活用する。200～400ー3次元モデルをAR、VR等を用
いて、現地と比較、確認する。現場条件の確認19

実施事例 推奨項目 視覚化による効果の例

建設業向けAR（拡張現実）アプリ

2024年6月
リリース

予定

3Dモデルを現場に投影し、施工物の形状をイメージ！

タブレット内で現実世界に3Dモデルを融合！



建設現場におけるARの活用シーン

すべてのステークホルダーに伝わる

発注者との合意形成

BIM/CIM工事の推奨項目

着工前、月間・週間工程、竣工時の見える化

関係者間で
イメージを

共有

3Dモデルで
現場の課題

を共有

「快測AR」なら
操作が

かんたんで
取り組みやすい

ARで
見える化し
理解を促進



建設現場におけるARの活用シーン



建設現場におけるARの活用シーン



建設現場におけるARの活用シーン



3Dデータ

3Dデータを共有したいが・・・

自分のパソコンを
持って行き見てもら

おうかな？

画面共有システムを
使ってみてもらおう

かな？

画面キャプチャでし
て画像データで渡そ

うかな？



3Dデータ

3Dデータを共有したいが・・・

使用しているソフト？
パソコンのスペック

提供方法 データを更新したらその都
度渡さなければいけない！



3Dデータの共有方法

「KENTEM-CONNECT」
を使用して、

発注者・協力会社と
3Dデータの共有が可能



実施事例 推奨項目 省力化・省人化



実施事例 推奨項目 省力化・省人化の例

出展：国土交通省「第9回BIM/CIM推進委員会（令和5年1月19日）参考資料2義務・推奨項目（例）一覧」を加工して作成 https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf



製品情報・お問い合わせ

受付時間 | [月～金] 9:00～12:00 / 13:00～17:00   ※祝日除く

0120-42-3310

お問い合わせは
こちら ＞

遠隔デモ
対応

製品デモ依頼は
こちら ＞

製品ページ

■製品・サービスページ

製品ページは
こちら ＞

■BIM/CIMページ

お問い合わせ先 / 製品デモ依頼

製品ページは
こちら ＞

■お問い合わせ窓口

■ウェブフォームでのお問い合わせ


